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　The 　nuorescence　lntcnsity　of 　fabric　whitened 　w 五th 　FBA 三ncreased 　as　Ihe 　number 　of 　fa　bric　layer
increased

，
　 and 　reached 　to　the　constant 　value 　that　was 　intrinsic　to　thc 　sampic 　fabric．　 The 　higher

lightness　of 　background　 used 　and 　the 　 larger　amoun 【 of 　FBA 　on 　fabric
， 山 e　less　 effect 　of 　FBA 　on

fluorcscence　intensity　of 　fabric　was 　observed ．

　The 　psychometric　lighmessム
串

ef 　fabric　in　CIE 　colorimetric 　system 　was 　af琵 c1ed 　by　fabric　st 耻 cture

and 　 not 　by　the　dcgree　 of 　whi 【eness 　 wi 【h　incrcasing　the　 number 　 of 　fabric　layer、　 Psycbometrlc

chroma 　 coordinates ♂ み拿
showed 　the　various 　loci　depending　on 　 a　degree　of 　whitening 　or 　blueing

of 蝕 bric．　For 監he　fhbric　overdyed 　by　FBA 　or 　processed　blucing，　 aibi 　linearly　cQnverged 　on 　the

intrinsic　point　of 　the 　fabric．　 For　the 魚 brlc　whitened 　on 【y　with 　FBA 　however，西癖
maximum 　 was

determ量ned 　 at 　the　 reg めn 　2−41aycrs　before　converging ．　 The　psychometric　chroma 　 coordinates

aib 窄 mechanically 　measured 　by　2−4　fabric］ayers 　agreed 　with 　visual 　whiteness ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Rcceived　January　9，1992）
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　1． 緒　　言

　 白 さの 評価 に 影響 す る 要因に は ，照 明光 の 分 光 分 布，

下地 や周辺の 色 と濃淡，布の 大 ぎ さ，ま た一
対比較の 場

合 に は 位置関係 （上下 ， 左右）などが 挙げ られ る．蛍光

増白布の 白 さ を 評価す る 場合に もこ れ らの 諸条件 が影響

す る た め ，増白度や 堅 ろ う度の 評価方法 に っ い て 定 め た

JIS規格 で は，白 さを 判定す る 時の 照明 ・観測条件が 決

め られ て お り，判 定 の 基準 と し て 用 い る ス ケ
ー

ル もその

規格が規定 され て い る
D ．

　 さ きに ，
ス チ ル ベ ン 系蛍光増白染料 の 増白効果に つ い

て 報告 し た が 2），そ の 際，視感 判定 は ，JIS　LO807 （蛍

光増 白度 ス ケ
ール ）及 び JIS　LO887 （蛍光増白耐光 堅 ろ

う度試験方法） に 準 じ て 行 っ た．す なわ ち ， 試布は ス

ケ
ール の 規格 に ならっ て 2 枚重ね とし ， 下地に は 灰色紙

を 用 い ，照 明 光等の 判定条 件 も J［S規格 に 準拠 した．ま

た ，蛍光強度 と CIE 　L ＊a ＊b＊
表色 値 は 使用機器 の 標準的

な条件で 測定 した が ， これ らの 値 は 布 の 重 ね 枚数 や 下 地

に 用 い た 無彩色紙の 明度の 影響 を受けた ．ま た，布 の 重

ね や 下地の 影響は ， 市販 の 蛍光増白布 と実験的 に 増白 し

た 布 とで 異な る場合が あ り， 増白方法 （蛍光増白の み か ，

蛍光増白に 青味付けが 加 え られ て い る か ） も関係す る こ

とが 予想され た ．

　本論文 で は，蛍光強度 と CIE　L ＊
a

＊b＊

表色値に 対す る

布の 重ね と下 地 の 影響に つ い て ，蛍光 増 白 布 と市 販 増 白

布を 試料 と し て 調 べ
， 興味 あ る 知 見 を 得 た の で 報告す

る．
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Table　L　Properties　of 　Huorescent　whitened 　cotton 　fabrics

FBA1 ＊
whitened 　fabric Industria｝ly　whitened 　fabric

　No ．　　　 AO
　 Visual
whiteness 　　　　　　　4

Al8 A210 A312 A4 Bl

Pa］e　green　　　 9−10

B212 B312

Yarn 　density（1cm）
Thickness （mm ）

Weight （9！m2 〕

Weave

　 14 × 19

　 0．50

　 196．3Plaln
　stitch

28x22 　　　29　x　22　　　58　x 　28

0．30　　　　　0．32　　　　　0，28

97．0　　　　且02．0　　　　124．3
Plain 　　　　Plain　　　　Plain

亭 C ．1．FB 　85．

　 2．　 実 　 　 験

　 （1）試　　料

　試験布 は，蛍光増白染料 G．1．　FB 　852， （FBA 「 と略称）

で 処理 し た 増白度の 異 な る綿布 4 鍾 （AI 〜A4 ）と 未 増白

の 原布（AO）で ある （Table 　 l）．　 Cibanoid　White 　Scale2）

で 判定 した 視感白度が 8 ， 10 の 2 段階の 布 Al
，
　 A2 と ，

最高視感白度 の 布 A3 （視感白度 ： 12），お よび 過増白 布

A4 を選定 した．　 FBAI の 染着量は Al ； 0．14
，
　 A2 ：0，68，

A3 ： 1．　94
，
　A4 ： 9．65　mmol ・kg一且

で あ る．

　市 販 布は 綿布 3 種で ，Bl，　 B2 は 蛍光増白の み ，
　 B3 は

蛍光増白に 青味付 け が 行わ れ て い る，視感白度 は そ れ ぞ

れ 9−10，12， 12 で あ る．比較 の た め，青，赤，黄，緑

の 市販の 淡色綿 布 も実験 に 供 した．淡 色 布の CIE 　L ＊ a＊

bl表色値 は ， 青 （75．　0，− 3．2，− 17．9），赤 （8a　1，14．　2，

3．0）， 黄 （95．0，− 2．5，19．5），緑 （85．3，− 19．5，−

4．5） で あ り，布の 諸元は す ぺ て B3 に 等 しい ．

　 （2）増白度 の 評価

　蛍光強度，CIE 表色系の Uaibi 値 は 前報 に 準 じ て 測

定 し た ，測定時 の 試験布の 下 地 は 黒，灰 色 ，白 の 3種 と

し ， それ ぞれ 測色計付属 の 試料押えに 貼 られ た 黒 フ r ル

ト と同 じ明度指数を もつ 黒色紙 ， 視感判定 で 下地 に 使用

した 灰 色 紙 （JIS　LO807 に規定 され た 明度特性 を もつ ），

JIS　LO887 （耐 光 堅 ろ う度 試 験 ） で 試 験 布の 下 地 に 規 定

され て い る 濾紙 （蛍光な し ） を使用 した ．3 種 の 下 地 の

明度指数 は黒 ： 24．　8，灰色 ：67．6，白 ：95．0 で ある．

　3．　結果及び 考察

　 （1）蛍光強度

　 1） FBAI に よ る 増白布

　下地を 黒 ， 灰色 ， 白に か え ， 布の 重ね枚数を変化 させ

て蛍光強度を測 矩 した （Fig．1）．布 を重 ね る と蛍光強度

は 上 昇 し，下 地 が 黒で は 8 枚 ， 灰色で は 4〜8 枚，白で

は 2 〜4 枚 で
一

定値に なる．こ の 値は 下地 の 明度 に よ ら

な い こ とか ら，布を重ね る と糸 や繊維 の 間隙が 減少し，

下地 に 影響され な い 固有の 値に 到達す る と考 え られ る．

ま た，下地 は布裏方向へ の 蛍光を反射す るた め ， 下地 の

明度が高い ほ ど，す な わ ち反射率が高い ほ ど，少 な い 重

ね 枚数 で
一

定値 （以下 ， 本論文 で は 固有値とい う） に到

達 す る．

　蛍光強度 と布の 重 ね 枚数に つ い て 最小 自乗法に よ る 回

74

　

伽

　

　

　

珈

（
着）
冨一
”
盈一

蟹
E

詈

選〇
三」

0

A 且

loo ： 150mV

A2

Ico：275mV

　 　 　 0　　　　　　　　8　　　　　　　皇6　　0　　　　　　　　8　　　　　　　　」6　0　　　　　　　　8　　　　　　　量6 　　0　　　　　　　8　　　　　　　　16
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Nu鵬 ber　of 　fabr ，c 　layer　（H）

Fig．　L　FIuorescence　intensity（IN）of 　fabirc　whitened 　wi 山 FBAI 　 vs，　the　number （1》）of 　fabric　layer

The　lines　are 　simulated 　to　Eq ．（1），Background 　is　black （● ）， gray （  ），
and 　white （O ）．
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Table　2．Constant　va 【ue 　a　of 　equation 　IN＝b／（N 十 c）十 acompared 　to　I”，obt
tha し was 　observed 　for　fabric　whitened 　w 五th　FABl

No ．

A1 A2 A3 A4

∬・・
，。 b ， （mv ） 150 275 396 310

a
、。 1， ，N・P−le （mV ）

　　　（r ＞

Black

Gray

White

　 152
（
− 0．9881）

　 152
（
− 0．9945）

　 152
（
− O．9988）

　 277
（
− 0．9971）

　 277
（
− 0．998L）

　 273
（− 0，9999）
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Black

GrayWhite

　 置50
（
− O．9871）

　 152

（
− 0．9942）

　 153
（
− 0．9997）

　 278
（
− 0．9968）

　 275
（
− 0．9989）

　 275
（− 0．9999）

　 401
（
− 0．9989）

　 396
（
− O．9993）

　 403
（− 0，9999）

　 310
（
− 0．9999）

　 310

（− 0．9999）

　 312
（
− 0．9995）

（
訳）
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Fig．2．　The 　ratio 　of 　Huorescence　intensity（IN）to　intrinsic　value （1．）of 　fabric　whitened 　wi 止 FBAl

　　　 vs．　the　number （2V）of 　fabric　layer

Background 　is　black （● ）， gray （  ），
and 　white （O ）．

帰計算を 行 っ た と こ ろ ， 布 の 重ね 枚数 （N ） とその と き

の 蛍光強度 （IN）に は （1）式 の関係が得 られ た． ¢ は

N ・＝。。 の 蛍光強度，す なわ ち各試験布に 固有 の 蛍光強

度に あ た り ，
b，ci よそれ ぞれ 曲線 の 形状 と位 置 を きめ る

パ ラ メ ータ で あ る。

　　　　　　　　 IN＝b／（1＞＋ の 十a 　　　　　 （1）

　Table　2 に 示す よ うに下 地 が 黒，灰色 ， 白い ずれ の 場

合 に も高い 相関が あ り，重ね 16枚 まで の 測定値 か ら求

め た係数 aN ．o．・6 の 値は ，各試験布の 固有値 に ほぼ
一

致

した．重ね 4 枚 まで の 3 デ ータ か ら導い た 係 数　aN ．o−4

も固有値 に ほ ぼ一致した こ とか ら ， 試布が小 さく十分な

重ね 枚数が 確保で きない 場合に et　1， 2，4枚 の 3 デ ー
タ

が あれば固有値を算出で きる こ とが わ か っ た．な お，試

験布を 4 枚重ね と し，下地に 濾紙 を 用い て 測定 し た 前報

の 蛍光 強度は ，固有値に 到達 し た値 で あ る こ とを 確認 し

た．

　増白度の 影響を比較する た め ， それ ぞれ の 固有値 （1・）

に 対 す る割 合 （IN／1。）を 求め た （Fig．2）．　 FBAI の 染着

量 が 高い ほ ど ， 下地 と重ね の 影響が 小 さい．布 を 重ね る

こ とは 単位面積あた りの FBA 濃度 の 増加 に 対応 す る．

FBA 濃度が 高い もの は ， す で に 布 1枚で 濃度消光や蛍

光 の 再吸収が大きく，濃度増加 に よる蛍光の 上 昇が 飽和
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Bac  round 　is　black （● ），gray （Φ），and 　white （O）．
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Fig，4．　 Psychemetric　ljghtness　L ＊
N 　of 　fabric　whitened 　with 　FBA1 乙

，5．　the　numbcr （ル ）of 　fabric　layer

Background 　is　black（● ），gray （  ），and 　whhe （○）．

に 近 い た め ．下地 と重ね の 影 響が 小 さ くな っ た と 考え ら

れ る．蛍 光の 発 光機構 は 濃度増加 に と もな っ て 変 化 し，

そ の 原因 は濃度消光，蛍光の 再 吸収な ど複雑で ある こ と

を報告 した が
” ，蛍光強度 に 対す る下地 と布の 重ね の 影

響 に は一定 の 傾向が 認め られた ，

　2） 市販増白布

　 3種の 綿布に つ い て 同 様に 蛍光強度を測定 し た結果 ，

FBAI 増白布 と同様の 挙動が 認め られ，固有蛍光 強度 は

Bl： 266　mV
，
　 B2 ： S76　mV

，
　 B3： 336　mV で あ っ た．　 B3

は B2 と同 等の 視感白度 （12）を もち な が ら蛍光強度が

や や 低 い ，

　固有値に 対す る割合 （IN／h ）は Fig．3 の とお り で，

フ6

A 置〜A3 の FBAI 増白布 と 同 様 に ，固 有蛍光強度が 高い

ほ ど下地 と重ね の 影響が 小 さ い ，L2 枚の 値が，固 有蛍

光強度が 同等 の FBAI 増白布 に 比べ て 低 い の は，これ ら

の 市販 布の 厚さが お よそ 2 分 の 1薄い た め と考え られ，

布の 厚 さ も下 地 と重ね の 影響に 関係す る こ とが推定 され

る，

　（2）明度指数

　 1）　FBA 且に ょ る 増白 布

　下地を黒 ， 灰色 ， 白に か え， 重ね 枚数を 変化 させ て 明

度指数 L ＊ を測 定 した （Fig．4）．　 L 一
は 布を 重 ね る と上 昇

し て
一定 値 に 到 達 す る．そ の 値 は，AO ： 98．　8，　 A1 ：

99．0，A2 ： 99．　5，　 A3 ： 99．9，　 A4 ： 99．3 と，視感 白度

（938）
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表 色 値に 対す る 布の 重ね と 下地 の 影響

1，
」
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図一凵

0 B 16　 　0　 　　 　　 8　　 　　 　 16　 0
　 　 闇鬮■ ber　of 　f亀bric　l叩 r　（瞠）

B3

L 』 ：94 ．5

8 16

Fig．5．　 Psychometric　lightness　L ＊
N　of 　industrially　whhened 　fabricび5．　the　number

　　　　（N ）of 　fabric　layer

Background五s　black （● ）， gray （  ），
and 　white （O ）．

に 対応 して 高 くな る傾向があ る が，その 差 は 蛍光強度や

a＊b＊
の 差 に 比 ぺ て き わ め て 小 さ い ．下 地 の L ＊ が 黒

（24．8）＜灰 色（67，6）＜ 白 （1枚 ：92．5→ 16枚 ：96，4）と

高く，試験布の D 値 に 近い ほ ど下 地 の 影 響 は 小 さ い ．

また，重 ね に と もな うL ＊
の 変化 は ，

AO 〜A4 で ほ ぼ挙

動が 等 し く，増白の 有無や 程度 に 影響 され な い こ とが わ

か っ た，

　2） 市 販増白布

　 3 種の 綿布の 重ね に 伴 うL＊
の 変化を Fig．5 に示 す．

固有値は Bl ： 96．5
，
　 B2 ： 96．　9，　 B3 ： 94．5 と，　 B3 は B2

と同 じ視感白度 （12）をもちなが ら D が 低 く，蛍光強度

に 類似 した関係が認 め られ た．

　下地 が 黒 ， 布 1枚 に つ い て 固有値 （L’。。）に 対す る 比率

を求め ，
FBA 　1 増 白布 と比較す る と，　 B1 ： 85．4

，　 B2 ：

85．　7，B3 ： 89．1，　AO 〜A4 ： 92．0 とな り，布 の 重量や 厚

さが大 きい ほ ど比率 が 高い ．糸 や繊維の 間隙が 少 な い ほ

ど下地 や 重ねの 影響 が 小 さ い こ と か ら，L ＊

に 対す る下

地 と 重ね の 影響 は ，増白の 有無 や 程度で は な く，布の 構

造 に 関係す る と考え られ る．

　（3） ク ロ マ テ ィ ク ネ ス 指数

　1）　FBA 　1 に よ る増白布

　下 地 を黒，灰 色 ，白に か え．重 ね 枚数を変化 させ て ク

ロ マ テ ィ ク ネス 指数 a ＊ b＊
を 測定 し た （Fig．6）．　 b＊

は 白

さに 対応す る マ イ ナ ス の 青方向 を上 に プ ロ
ッ ト し た．

　布 の 重ねに 伴 う a＊b＊
の 変化は 増白布 に よ っ て ， また ，

下地 が黒及 び 灰色 と ， 白 と で その 挙動が 異なる ．未増白

布 AO と過増白布 A4 は ， 重ね枚数の 増加 に した が っ て

b ’
一

価
2 喉

6　 A3
1

臨

一10 16A2

　　　　　∠
A4 　 161

↑
　 1　 14

一5 監6　 A1

1

一5　　　　10 5　　 a
’

AO 　161

Fig．6．　Psychomelric　chroma 　coordinates 　a
＊b・

　 of

　　　　fabric　whitencd 　with 　 FBA 　1 （A 星一A4 ）and 　 the

　　　　unwhitened （AO ）for　various 魚bric　layers

Background 三s　black　（●），　gray （  ），　 wh 五te （O ），　and

numbers 　are 　fabric　layer．

a ＊b＊ 座標点 が 直線的 に 左下方向 に 変化 し，下地 の 種類に

よ らない
一

定座標点 ， その 布 に 固有 の 値 に 収斂す る．青 ，

緑，黄，赤の 淡色布 に つ い て ， 布 の 重ね と ク ロ マ テ ィ ク

ネ ス 指数 の 関係を調ぺ た 結果 （Fig．7）と比較す る と．　 AO

と A4 は 淡黄色の 布 （Yellow） に 類似 した 挙動を示 して

い る．こ れは 未増白布 AO と過増白布 A4 が それぞれや

や 黄色味 また は 淡緑 色 を 呈 して い る た め で あ る ，

　増白度 の 異な る A1 〜A3 は，下地 が 白 の 場合 に は 直線
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Fig，7．　 Psychometric 　chrorna 　coordinates 　a
＊b零

of 　color ・

　　　　ed 　fabr且c　for　various 　fabric　laye【s 　and 　of 　the

　　　　background　paper　（▲ ，　black；　△ ，　gray ；　△ ・

　　　　white ）

Background 五s　black （● ），gray　（  ），　 whi 匸e　（○ ），　 and

numberS 　are 　fabric且ayer ・

Fig．8．　 Psychome こric　chroma 　coordinates 　a
“b＊

　of 　indus・

　　　 trially　whitened 　fabric　（B至一B3｝　fbr　varlous

　　　 fabric　laycrs

Background 　 is　 black （● ）， gray （Φ），　 white 　（O ），　 and

numbers 　aro 　fabric　lay¢ r．

＼

的 に 変化 し て
一
定座標点に 収斂す る が，黒 お よ び 灰色で

は，色度図上を 右上 に 移動 し た の ち左 下 に 戻 っ て
一
定座

標点に 収斂す る と い う特異的 な挙動 を示 す，白 と して 用

い た濾紙は，F五g．7 に 示す よ うに 重ね る と，黄色布と同

様 の 変化 を示 し，厳 密に は 黄色味 を帯 び て い る．増白布

の a ＊b＊
は ，布を 重ね る に した が っ て 下 地 の 黄 色味の 影響

が少な くな る 方向に 移動 した もの で あ る．一
方 ， 黄色味

の な い 黒お よ び 灰色を下地 に した場合 に は，2 〜4 枚重

ね まで は 下地の 影響が減少 して 白 さが増すが ， そ れ 以 上

重ね る とJIS　LO807 に 記 され て い る よ うに ，多重反射 に

よ る再吸収が増加 して b＊ が 低下 し， 逆に 幾分黄色味が 現

れ る．

　白 さ の 尺度で ある b＊ の 絶対値は ，
A1 は 4 枚重ね，　 A2

と A3 で は 2〜4 重ね で 最大 に な っ て お り，前報 で 報告 し

た FBAI 増白布 の a＊b＊ （4 枚重ね，下 地 が 黒） は，　 b＊

が最大値 に なる 条件 に ， 統
一して 測定 した値 で ある．

　 2） 市販増白布

　a ＊ b＊ 色度図上 の 変化 を Fig、8 に 示す．　 B1 と B2 は，

Fig，6 の A2 （視感白度 10）や A3 （視感白度 12） に 類

似した挙動を示 し ，
ゲ は 2枚重ね で 最大 に な っ た，Bl

は 座標点 （2．8，

− 8．3），B2 は 座標点 （4．2，− 14．5）に

収 斂 し，B且は A2，　 B2 は A3 と同等 の 増白度 で あ る こ と

’
認で きた ．

　　　 、B3 は 重 ね 枚 数 の 増加 に し た が い 直線的 に 変化

loo

袋）

崔
コ

釜

這
一
畧

邑
の

咽00　　　　　　0顱0　　　　　 800
　 　 　 胞 鴨 1  曜Lh　 （旧 ）

Flg．9．　 ReHectance　spec 【rum 　 of 　industrially　whhened

　　　 亀 bric （Bl−B3），　fabric　 whitened 　with 　FBAl

　　　　（A3＞and 　blue　fabric．

し て 座標点 （6．O，− 18，2）に 収斂し たが，移動 の 方向が

黄色布 とは 逆 で あ り，淡 青色 の 布 （Fig．7 の Blue）に 類

似 した挙動を示 した，B3 は ，数枚 以上 重 ね て 布端 方向

か ら観察する と多重反射 に よ り内部が青く見 え る こ とか

ら，青味付け されて い る こ とが 推定 され た．単色光照射

に よ る分光反射率曲線 を 測定す る と （Fig．9），　 B3 は 600

nm 付近に 吸収を 示 して 青色布に 似た 特微をもつ こ とか

ら，青味 付 け が 確 認 で き た．B3 は 蛍光増白に 青味付け
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蛍光増 白布の 蛍光強度 と L ＊a ＊b＊
表色値 に 対す る 布 の 重ね と 下地の 影響

が 加 え られ て い る た め ，蛍 光 増 白 の み の Bl，　 B2 とは 異

な っ た ク ロ マ テ ィ ク ネ ス 指数の 変化を示す こ とが明 らか

に な っ た．

　4．　 ま と め

　蛍光増白布の 蛍光強度 と CIE 　L ＊a ＊b＊

表色値を，下地

を黒 ， 灰色 ， 白に 変え ， 布 の 重ね枚数 を 変化 させ て 測定

し，そ の 影響を 明 らか に して ，増白方法及 び 増白度 との

関 係 を検 討 した．蛍 光強 度 は 布 を 重 ね る と 上 昇 し て 固 有

値 に 到 達す る が ，蛍光増白染料 の 染着量 が 高く，下地 の

反射率 が 高い ほ ど，下地 と重ね の 影響は 小 さか っ た，蛍

光増 白布 の 明度指 数 L ＊
に 対 す る 下 地 と 重 ね の 影響 は 蛍

光強度に 類似 して い た が ， 増白の 有無や程度で は なく，

布 の 溝造 に 影 響 さ れ た．また，ク ロ マ テ ィ ク ネ ス 指数

a＊b＊
は 増 白方法 や 増 白度 に よ り変化 の 挙動が 異 な っ た．

蛍光増白に 青味付け が 加 え られ た 市 販 布 や過増白布 で は

有彩色 布 と同様 ，色 度座 標 上 を 直線的に 変化 して 布 の 固

有 値 に 収 斂 し た が ，蛍光増自 の み の 布で は ，b＊ が 上 昇 し

た の ち 低下 し て 固 有値 に 収斂す る とい う特 異的 な挙動を

示 した，

　使 用 した 測 色 計 に は，黒 フ ェ ル トを貼 っ た 試料押 えが

付置 されて お り，標準の 仕様 で は布 を こ れ で 押 さ えて 測

定す る．布の 重ね 枚数に つ い て 規定 は な い が ，
一般 に 有

彩 色 の 場 合 に は，下 地 の 影響が な くな り測 色値が ほ ぼ一

定 に な る まで ，普通 4 枚程度重ね て 測定 す る こ とが 勧め

られ て い る，蛍 光 増 白布 に つ い て も，有彩 色布 と同 様，

下 地 の 影響がな くな る ま で布を重ね る こ とが 必 要 と思わ

れ る が，こ の 点に 関 し て こ れ ま で 報告 は な く適切 な測 定

条件が示 され て い ない ．

　本実験 の 結果か ら，蛍光増白布に つ い て も布に 固有の

特性値 を 測定 す る場合 に は，下 地 の 影 響 が な くな る まで

布を 重 ね る 必要 が あ る こ とが わ か っ た．一
方，実用的‘こ

は ， 数枚以上 重ね て 使用 す る こ とは 少 な い の で ，加 熱に

よ る 布の 黄変に つ い て 述べ た樋 口 の 報 告
3｝

に あ る よ うに

布 1枚 の 測定値 も意味 が ある と 考 え られ る．しか し，

JIS規格 の ス ケ
ー

ル が 2 枚重ね で 構成 され て い る こ と，

JIS規格 の 白さ の 判定 で は 試 験 布 が 薄 く透け る場 合 に 2

枚以上重ね る と規定 されて い る こ とを考 え合わ せ る と，

本実験 の 蛍光増白布の 酵 が 2〜4 孜 重ね で 最高値を 示 し

て い る よ うに ，2 〜4 枚重ね の 値 が 視 感 白度 に 対 応 して

い る と結論 で きる．
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